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 おかげさまで、成功裡に、開

催を終えることができました。 

カムサハムニダ． 
２００７年３月３日（土）に開催いたしました教

育研究フォーラムは、６８０名のみなさまのご参加を得て、『つなげよう！民族

の輪 広げよう！共生の輪』・「継承と発展～ともにつくる実践をめざして～」と

いうテーマに基づく数多くの論議を深めることができました。 

全体会・分科会を通して、更なる民族教育・多民族多文化共生教育の充実・深

化に向けての様々な意見をいただき、今後の取り組みの有り様に関する一定のコ

ンセンサスを共有できたように思います。 

以下、当日の参加者の方々から寄せられたアンケートの抜粋です。 

 

 

 
午前１０時～午後３時４０分（開場 午前９時半） 

場所：大阪市立長橋小学校 
このたび大阪市民族講師会では、と設定し、を開催する運びとなりました。 

社会的位相の変化に対応する、新たなる民族教育のパラダイム構築に向けた論議を進めて

いければと考えております。 

公私何かとお忙しいと存じますが、多くのみなさまの参加を願い、をいただ

ければ幸いです。 
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   第一部 

・若い二人の話に胸を打たれた。自己が確立されて

いく中学校での民族学級の大切さを痛感するととも

に、その基を築けるよう取り組んでいきたいと思い

ました。小学校・50代 

・10 代の考え、家の事情に対しての心の葛藤や 40
代の方の地域へ返していくというお話、自分が同じ

立場だったら実際にできるのかと思うと難しいので

は？と率直に思いました。今日のお話を胸に刻んで今後の教育に生かしていこうと思いまし

た。コマプスムニダ。小学校・30代 

・民族学級を経験していった子たちが卒業後どのように考え、どのように生きているのか、

生の声を聞くことができる貴重な機会だった。中学校・30代 

・向光性のカンミユさん、大学生のチャンウィファンさんの力強いトークに感心させられま

した。本当の気持ち、本当の意識を考えさせられました。「知ること」の大切さ、「お互いの

違いを認め合うことの大切さ」当たり前のことなんですが忘れてしまいがちです。日本も韓

国も大切にしたいというミユさん、責任をもって「頑張れ！」とエールを送りたいと思いま

す。中学校・40代 

・リレートークを聞いて、知ろうとすることの大切さを学びました。好きの反対は、知らな

いってことみたいな言葉が印象に残りました。小学校・20代 

・若い世代が自らの歩んできた道を肯定して今後の生き方と結びつけて前向きに学んでいる

のに勇気づけられた。やるべきことは明確になった。どの世代も、教師、学校を肯定してく

れていたがマイナス面は本当に無かったのだろうか。中学校・50代 

・卒業生の生の声を聞くことができとても有意義でした。この企画を実現することはきっと

大変だと思いますが、その場を離れてから語られる卒業生の声ができるだけ教育現場の多く

の人々に伝わってほしいです。その他・30代 
 

第二部 

・「本名を呼び名のる」本来当たり前のことがなかなか進まない状況もある中で、ソンセンニ

ムと教職員が力を合わせてふみ出すことで大きくすすんだ事例を紹介してもらい、驚きもあ

り、感心したこと学んだことがあった。中学校・30代 

・なかなか言えない学校での出来事をソンセンニムとともにすごしてきた過程は明日の自分

に生かせるものだと感じた。小学校・20代 

・朝鮮と日本の文化のつながりを大切に、

自らの授業にも生かせたらいいなと思いま

した。 
中学校・20代 

・実践的な内容で、実際これから使ってい

けるアイデアもありよかったです。ありが

とうございました。小学校・20代 

・チヂミを通して、文化にふれ合えること
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がわかりました。特に自慢の食材をもちよって

楽しめると思いました。今度、参観でしてみた

いです。小学校・40代 

・美術の準備、大変ごくろうさまでした。「光」

「照明」について、日本と朝鮮の文化のつなが

りがよくわかりました。記載なし 

・東生野中学校の差別事象に対する取り組みを

聞かせていただいて、ソンセンニムや先生たち

の姿勢や強い気持ちに胸が熱くなりました。あ

りがとうございました。中学校・20代 
 

全般を通して 

・盛りだくさんの内容でたいへん満足しました。来年も来たいと思います。明日からの指導

に役立てたいと思います。小学校・30代 

・ソンセンニムとともに学習できるとても良い場で、ぜひ毎年続けていただきたいです。 
小学校・20代 

・卒業生の公演に感動しました。つながってい続けることはすばらしい！！中学校・40代 

・今現在勤める学校はまだ民族学級は設立できてません。でもあせらずじっくりとこのフォ

ーラムで感じたもの、個々の違いを認め生きる民族のみならず、個々の思いを大切にして民

族学級設立に向けて頑張っていきたいです。中学校・50代 

・基調報告でもありましたが、現在民族教育の質的変化が迫られていると思います。それを

感じていただけに基調提案だけでもかなり勉強になりました。「本名」から「本名･民族名」、

外国籍児童（他国にルーツを持つ）取り組み、小さなことから積み上げていきたいと思いま

した。小学校・50代 

・フォーラムの規模におどろきました。展示されている絵や作品がきれいで素敵でした。ぜ

ひ 2回・3回も…参加したいです。ご苦労様でした。京都市民族講師・30代 

・北巽小の発表は元気があり、堂々と迫力があり、仲間の数がすごい力になることを感じた。

リレートークの出演者が年齢や地域、民族教育との関わり等がそれぞれ違うのでいろいろな

視点や考え方が聞けたのがよかった。中学校では、教育目標を共有する教職員集団としての

難しさを日頃感じています。今回、東生野中学校が差別事件に対し、学校全体で取り組まれ

た話を聞かせていただき参考になりました。中学校・40代 

・今回の教研フォーラムは大変内容の濃いものだったと思います。本校でも、朝文研の活動

を頑張ってやっていこう、学校が少しでも変わっていけばと思いました。中学校・40代 

 
※たくさんの貴重なご意見、ありがと うございました。 


